
　
執
筆
者
紹
介　
　

野　

口　

武　

司　

（
本
学
名
誉
教
授
）

赤　

間　

公　

子　

（　

教　

授　

）

佐　

藤　

幸　

子　

（
准

 

教

 

授
）

西　

川　

晶　

子　

（
専

任

講

師
）

佐　

藤　

雄　

紀　

（　

助　

教　

）

辻　
　
　

和　

希　

（　

助　

教　

）

小　

松　

祐　

美　

（
非
常
勤
講
師
）

新　

保　

友　

恵　

（
非
常
勤
講
師
）

原　
　
　

葉　

子　

（
非
常
勤
講
師
）

西　

路　

優　

佳　

（
非
常
勤
講
師
）

　
編
集
委
員　
　

　
　
　

北　

原　

泰　

邦　

　
　
　

辻　
　
　

和　

希　

令
和
二
年
二
月
二
十
日  

印
刷

令
和
二
年
三
月
一
日  　

発
行

　
  　

　

信
州
豊
南
短
期
大
学
紀
要
　
第
三
十
七
号

　
　
　
　
　
　

編
集
発
行
者　

信
州
豊
南
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
中
山
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
二
六
六

四
四
一
一
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　

印　

刷　

所　

㈱　

宮　

澤　

印　

刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県
駒
ヶ
根
市
赤
穂
四
二
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
二
六
五

二
五
七
一
（
代
表
）

　

  　
　

編
集
後
記　

　　

令
和
最
初
の
紀
要
刊
行
と
な
り
ま
す
。
数
年
前
か
ら
、
紀
要
掲
載
の

論
文
は
本
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
一
環
と
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
の
形
で
保
存

公
開
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
情
報
公
開
と
い
う
社
会
的
な
情
勢
に
即
し
た
流
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

何
よ
り
教
育
機
関
と
し
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
を
世
に
問
い
、

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
的
実
践
の
成
果
を
広
く
地
域
社
会
に
知
ら

し
め
る
場
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
と

い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
以
上
に
個
々
の
研
究
の
質
や
倫
理
が
問
わ
れ
て

く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
機

会
は
本
学
の
教
育
の
特
色
や
強
み
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
ま
す
。
大
学
・
短
大
で
は
今
後
、
よ
り
一
層
、
地
域
社
会
と

連
携
し
た
教
育
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
本
紀
要
が
そ
う
し
た
地
域
社

会
に
発
信
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

（
編
集
担
当
）
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